
 

 
蟹江町歴史民俗資料館 おうちミュージアム 

第１９回  蟹江町の鉄道について（答えと解説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

今回のおうちミュージアムでは、蟹江町の鉄道
てつどう

について紹介
しょうかい

します。 写真

は1934年（昭和９年）ごろの蟹江駅です。今の蟹江駅
かにええき

と比
くら

べると、建物
たてもの

は変わ

っていますが、線路
せ ん ろ

やプラットホームの位置
い ち

は変
か

わっていません。気になる人 

は、見に行ってみましょう。 

 

 

（「水郷
すいごう

蟹江
か に え

絵
え

はがき」より、１９３４年（昭和９年）ごろの、昭和
しょうわ

初期
し ょ き

の蟹江駅
かにええき

（現
げん

・JRの蟹江駅）です。） 
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① 蟹江町には JR関西
かんさい

本
ほん

線
せん

 と 近鉄
きんてつ

名古屋
な ご や

線
せん

 が

通っています。 

Ａ．急行
きゅうこう

が走っている鉄道線はどっち？ 

 

答えは、近鉄名古屋線です。 

 

近鉄名古屋線では、すべての駅に停
と

まる普通
ふ つ う

だけでなく、停まる駅が少ない順
じゅん

に

特急
とっきゅう

（特別急行）や急行、準 急
じゅんきゅう

（準急行）が走っています。ちなみに近鉄蟹江駅では、

利用
り よ う

する人が増
ふ

えたため、2002年（平成14年）から急行が停まるようになりました。

かつてはJR関西本線でも急行「かすが」が名古屋から奈良
な ら

まで走っていましたが、２

００６年（平成１８年）に廃止
は い し

されました。 

 

Ｂ．貨物
か も つ

を運
はこ

んでいる鉄道線はどっち？ 
 

答えは、JR関西本線です。 

 

ＪＲ関西本線ではコンテナ車
しゃ

やタンク車など、毎日
まいにち

、たくさんの貨物列車
れっしゃ

が行
い

き来
き

して

います。三重県
み え け ん

の四日市港
よっかいちこう

から飛行機
ひ こ う き

の燃料
ねんりょう

を運
はこ

ぶ貨物列車も見ることができます。

かつては、蟹江町特産
とくさん

のイチジクやウナギが関西や名古屋
な ご や

に運ばれていました。 

 

Ｃ.線路
せ ん ろ

の幅
はば

が広い鉄道線はどっち？ 
 

答えは、近鉄名古屋線です。 

 

近鉄名古屋線の線路の幅
はば

は１４３５ｍｍ、ＪＲ関西本線の線路の幅は1067mmです。 

はじめは近鉄名古屋線もJR関西本線と同じ線路の幅でしたが、1959年(昭和34

年)の伊勢
い せ

湾
わん

台風
たいふう

被害
ひ が い

による2か月間の休 業
きゅうぎょう

を利用
り よ う

して、前から決まっていた線路

の幅を広げる工事
こ う じ

を早めて、現在
げんざい

の線路の幅に変えました。このため、特急
とっきゅう

に乗る

と名古屋から大阪
おおさか

まで乗
の

り換
か

えなしで行けるようになりました。 
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② つぎの鉄道駅をできた順
じゅん

にならべよう。 
  （※ 写真

しゃしん

は今の様子
よ う す

です。建物
たてもの

の新しさではありません。） 

ウ （JR）蟹江駅       ア （近鉄）近鉄蟹江駅      イ （近鉄）富吉
とみよし

駅 

 

 

 

                       

 

 
 答えは「ウ→ア→イ」です。 

 

JRの蟹江駅（当時は関西
かんさい

鉄道
てつどう

の蟹江駅）は 1895年（明治 28年）、近鉄の蟹江駅（当

時は関西
かんさい

急行
きゅうこう

電鉄
でんてつ

の蟹江駅）は 1938年（昭和 13年）、富吉駅は 1964年（昭和３９ 

年）にできました。 

 

 

 

【 蟹江町の鉄道について 】 
 

今から１００年以上も昔になる明治の中
なか

頃
ごろ

に、大阪
おおさか

から四日市
よっかいち

、桑名
く わ な

を通

って名古屋
な ご や

まで鉄道を敷
し

く計画
けいかく

が立てられました。当時の蟹江の人々は

地域
ち い き

が分断
ぶんだん

されることや用水
ようすい

の水が流
なが

れずに洪水
こうずい

になることなどを理由
り ゆ う

に

反対
はんたい

しました。一方、津島
つ し ま

の人々は、毛織物
けおりもの

や綿織物
めんおりもの

などを運ぶために鉄道

が敷かれることを望
のぞ

んでいました。結局
けっきょく

、大阪と名古屋の間
あいだ

を一番短い

距離
き ょ り

で結
むす

んで人や物を早く運びたいという関西鉄道（現・JR関西本線）の

方針
ほうしん

もあって蟹江に鉄道が敷かれることとなり、１８９５年（明治２８年）に蟹

江駅ができました。 

１９３８年（昭和１３年）に、今度は関西急行電鉄（現・近鉄名古屋線）が関西

本線よりも南に鉄道を敷いたことで、蟹江町に２つめの駅（現・近鉄蟹江駅）

ができました。さらに1964年（昭和39年）には、近鉄の蟹江駅と弥富
や と み

駅と

の間に富吉駅ができました。また、1967年（昭和42年）には、富吉車庫
し ゃ こ

も 

できました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図は、193８年（昭和13年）の名古屋と大阪の間にある鉄道線を描いたものです。なくなってしまった鉄道や、まだ

できていない鉄道を調べてみるのも面白
おもしろ

いですね。 

（「大軌
だ い き

・参
さん

急
きゅう

・関
せき

急電鉄
きゅうでんてつ

沿線図
えんせんず

」1938年（昭和13年）・表
おもて

面
めん

） 

 


